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(57)【要約】
【課題】　シューズ本体を損傷させることなく着脱交換
できる爪先保護部材を有したスポーツシューズを提供す
る。
【解決手段】　スポーツ用のシューズ本体２と、その爪
先部分２７を覆って取り付けられて保護する爪先保護部
材１とからスポーツシューズ３が構成される。爪先保護
部材１は爪先部分２７を覆う形状の内面を有し、この内
面に接着剤Ｓを塗布して爪先保護部材１が爪先部分２７
を覆って接着接合される。接着剤Ｓは、接着面に沿って
爪先保護部材１を爪先部分２７に対して移動させようと
する剪断力に対してスポーツシューズ３の通常の使用に
耐えうる接着強度を有する。一方、爪先保護部材１を爪
先部分２７から離す剪断力の方向と直交する方向の接着
強度は、シューズ本体２を傷めることなく爪先保護部材
１を引き剥がし可能な強さである。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スポーツ用のシューズ本体と、前記シューズ本体の爪先部分を覆って取り付けられて前
記爪先部分を保護する爪先保護部材とから構成されるスポーツシューズであって、
　前記爪先保護部材は前記爪先部分を覆う形状の内面を有して構成され、前記内面に接着
剤を塗布して前記爪先保護部材が前記爪先部分を覆って接着接合されて構成され、
　前記接着剤は、前記接着面に沿って前記爪先保護部材を前記爪先部分に対して移動させ
ようとする剪断力に対して前記スポーツシューズの通常の使用に耐えうる接着強度を有し
、前記爪先保護部材を前記爪先部分から離す前記剪断力の方向と直交する方向の接着強度
は、前記シューズ本体を傷めることなく前記爪先保護部材を引き剥がし可能な強さである
ことを特徴とするスポーツシューズ。
【請求項２】
　前記シューズ本体のアッパー前部に靴紐用の複数の紐穴を備え、靴紐を前記複数の紐穴
に通して結ぶことにより前記アッパー前部を締め付けるように構成され、
　前記爪先保護部材がその上面に前記紐穴の少なくとも一つを覆う位置まで伸びる保持部
を有し、前記保持部にこれが覆う紐穴と整合する保持部紐穴が形成されており、
　前記爪先保護部材が前記保持部の内面を除く前記内面に接着剤を塗布して前記爪先部分
に接着され、
　前記保持部は、前記靴紐を前記シューズ本体の紐穴および前記保持部紐穴を通して結ぶ
ことにより、前記シューズ本体に取り付け保持される構成であることを特徴とする請求項
１に記載のスポーツシューズ。
【請求項３】
　前記爪先保護部材の前端面に耐摩耗性の高い材料からなる補強部材が取り付けられてい
ることを特徴とする請求項１もしくは２に記載のスポーツシューズ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のスポーツシューズを構成する爪先保護部材であり、前
記接着剤により前記シューズ本体の前記爪先部分を覆って取り付けられる構成であること
を特徴とする爪先保護部材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スポーツシューズと、このスポーツシューズの構成部材であり、爪先部分を
保護する爪先保護部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スポーツシューズはそれぞれの用途に応じて種々のものが知られている。その一例とし
て、野球やソフトボール用のシューズ（一般的に、スパイクシューズと称される）がある
が、野球やソフトボールでは、投球動作を行う毎に爪先部分が地面に擦り付けられるため
、この部分が局所的に摩耗しやすい。特に投球動作を繰り返して行う投手、とりわけ、利
き足を地面に付けたまま大きく引き摺る投法（ウインドミル投法と称される）で投球を行
うソフトボール投手のスパイクシューズで、その爪先部分が摩耗しやすい。このようなこ
とから、局所的な摩耗からスパイクシューズを保護する爪先保護部材が取り付けられたス
パイクシューズが知られている。
【０００３】
　例えば下記の特許文献１には、スパイクシューズＢの爪先部分を覆う形状に形成される
プロテクタ本体１と、このプロテクタ本体１の先端部に取り付けられる保護金具２とから
構成されるプロテクタＡ（爪先保護部材）が開示されている。このプロテクタＡを、スパ
イクシューズＢの爪先部分を覆うように取り付けることにより、爪先部の局所的な摩耗か
らスパイクシューズＢを保護することができる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３０５９９２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、爪先保護部材を取り付けたスパイクシューズであっても、爪先部分（爪先保
護部材）が繰り返して地面に擦り付けられると摩耗するので、必要に応じて爪先保護部材
を交換する必要がある。特許文献１においては、スパイクシューズＢの爪先底部に釘１３
を打ち付けてスパイクシューズＢにプロテクタＡを取り付ける構成となっている。プロテ
クタＡの交換は、打ち付けられた釘１３を抜いて摩耗したプロテクタＡを取り外し、その
後で、釘１３を打ち付けて新しいプロテクタＡを取り付けるようにして行われる。このた
め、プロテクタＡの交換を繰り返すと、スパイクシューズＢの爪先底部が損傷して釘１３
の打ち付けが困難になって、プロテクタＡの交換が難しくなるという問題がある。
【０００６】
　また、穴をあけて爪先保護部材をひもで縫い付けて固定する方法や、ミシンなどで縫い
付けるという方法もある。しかしながら、いずれの方法も取付のための工具、熟練した技
術が必要であり、取付作業に時間がかかるという問題がある。
【０００７】
　本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであり、シューズ本体を損傷させること
なく着脱交換できる爪先保護部材を有したスポーツシューズおよびこの爪先保護部材を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係るスポーツシューズは、スポーツ用のシューズ本
体と、前記シューズ本体の爪先部分を覆って取り付けられて前記爪先部分を保護する爪先
保護部材とから構成されるスポーツシューズであって、前記爪先保護部材は前記爪先部分
を覆う形状の内面を有して構成され、前記内面に接着剤を塗布して前記爪先保護部材が前
記爪先部分を覆って接着接合されて構成され、前記接着剤は、前記接着面に沿って前記爪
先保護部材を前記爪先部分に対して移動させようとする剪断力に対して前記スポーツシュ
ーズの通常の使用に耐えうる接着強度を有し、前記爪先保護部材を前記爪先部分から離す
前記剪断力の方向と直交する方向の接着強度は、前記シューズ本体を傷めることなく前記
爪先保護部材を引き剥がし可能な強さであることを特徴とする。
【０００９】
　上記スポーツシューズにおいて、好ましくは、前記シューズ本体のアッパー前部に靴紐
用の複数の紐穴を備え、靴紐を前記複数の紐穴に通して結ぶことにより前記アッパー前部
を締め付けるように構成され、前記爪先保護部材がその上面に前記紐穴の少なくとも一つ
を覆う位置まで伸びる保持部を有し、前記保持部にこれが覆う紐穴と整合する保持部紐穴
が形成されており、前記爪先保護部材が前記保持部の内面を除く前記内面に接着剤を塗布
して前記爪先部分に接着され、前記保持部は、前記靴紐を前記シューズ本体の紐穴および
前記保持部紐穴を通して結ぶことにより、前記シューズ本体に取り付け保持される構成で
ある。
【００１０】
　上記スポーツシューズにおいて、さらに好ましくは、前記爪先保護部材の前端面に耐摩
耗性の高い材料からなる補強部材が取り付けられる。
【００１１】
　一方、本発明に係る爪先保護部材は、上記のスポーツシューズを構成する爪先保護部材
であり、前記接着剤により前記シューズ本体の前記爪先部分を覆って取り付けられる構成
である。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明に係るスポーツシューズによれば、爪先保護部材をシューズ本体の爪先部分に接
着する接着強度としては、接着面に沿って爪先保護部材を爪先部分に対して移動させよう
とする剪断力に対してこのスポーツシューズの通常の使用に耐えうる接着強度を有してい
るので、爪先保護部材がスポーツを行っているときに外れることがなく、且つ、シューズ
本体の爪先部分を爪先保護部材により確実に保護して、爪先部分の摩耗、損傷を防止でき
る。一方、剪断方向と直角な方向の力、すなわち、爪先保護部材をシューズ本体の爪先部
分から離す方向の引き剥がし力に対する接着力は、シューズ本体を傷めることなく爪先保
護部材を引き剥がし可能な強さであるので、爪先保護部材が摩耗等したときには、シュー
ズ本体を傷めることなく爪先保護部材を引き剥がして、新しい爪先保護部材を接着剤によ
り接合させて取り付けることが可能であり、シューズ本体を繰り返し使用できる。
【００１３】
　また、本発明に係るスポーツシューズを、シューズ本体のアッパー前部に設けた紐穴に
靴紐を通して結んで足に固定するように構成し、爪先保護部材の上面に紐穴の少なくとも
一つを覆う位置まで伸びる保持部を設け、靴紐を靴穴に通す際に保持部に設けた保持部紐
穴も一緒に通して結ぶようにするのが好ましい。この場合には、爪先保護部材の保持部の
内面を除く内面に接着剤を塗布して爪先部分に接着するのが好ましい。このようにすると
、紐穴および保持紐穴に靴紐を通して結ぶので、爪先保護部材を接着接合に加えて、靴紐
によってもシューズ本体にしっかりと保持することができるとともに、接着されていない
保持部にこれをシューズ本体から引き剥がす方向の力が作用するのを防止することができ
る。さらに、爪先保護部材が摩耗、損傷して新しいものと交換するときには、靴紐を外せ
ば接着されていない保持部が解放されるので、この保持部を掴むなどして爪先保護部材に
シューズ本体から引き剥がす方向の力を簡単に加えることができ、爪先保護部材をシュー
ズ本体から容易に引き剥がすことができる。
【００１４】
　上記スポーツシューズにおいて、爪先保護部材の前端面に耐摩耗性の高い材料からなる
補強部材を取り付けても良く、このように補強部材を取り付けることにより爪先保護部材
の強度を高めてその使用寿命を長くすることができる。
【００１５】
　一方、本発明に係る爪先保護部材は、上記のスポーツシューズを構成する爪先保護部材
で、接着剤により爪先部分を覆って取り付けられるが、これをシューズ本体と組み合わせ
て用いることにより上記特有の効果が得られるスポーツシューズを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係るスパイクシューズを示す斜視図である。
【図２】このスパイクシューズを構成するスパイクシューズ本体（靴紐を外した状態）を
示す斜視図である。
【図３】上記スパイクシューズを構成する爪先保護部材を示す図であって、図３（ａ）は
その平面図、図３（ｂ）はその側面図、図３（ｃ）はその底面図である。
【図４】図１に示すスパイクシューズのＩＶ－ＩＶ部分を示す断面図である。
【図５】本発明のもう一つの実施形態に係るスパイクシューズを示す斜視図である。
【図６】上記もう一つのスパイクシューズを構成する爪先保護部材を示す図であって、図
６（ａ）はその平面図、図６（ｂ）はその側面図、図６（ｃ）はその底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。図１に本発明に係るス
ポーツシューズの一例として、ソフトボール用のスパイクシューズ３を示している。なお
、図１では右足用のスパイクシューズ３を示しているが、左足用についても同様な構成と
することができる。スパイクシューズ３は、図２に示すシューズ本体２の爪先部分に、図
３に示す爪先保護部材１を取り付けて構成される。



(5) JP 2017-18235 A 2017.1.26

10

20

30

40

50

【００１８】
　シューズ本体２は、図２に示すように、底部を形成するソール２１と、ソール２１の周
縁部に繋がって上方に延びるアッパー２２と、アッパー２２の爪先側に取り付けられて足
の甲部を覆う舌片２３と、アッパー２２の前部を結んで締め付けてスパイクシューズ３を
足にフィットさせて固定するための靴紐２４とから構成される。なお、図２は、靴紐２４
を外した状態を示している。
【００１９】
　ソール２１の下面には、下方に突出する複数のスパイク２１ａが設けられている。アッ
パー２２の後側に履き口２４が形成され、前側に２３により閉塞される前側開口部２５が
形成されている。アッパー２２の前部に、靴紐２４が通される複数の紐穴２６が前後に並
んで設けられ、ここに靴紐２４が図１に示すように通して取り付けられる。
【００２０】
　シューズ本体２の爪先部分に取り付けられる爪先保護部材１は、図３に示すように、爪
先部分２７の外面を覆うように前方に向けて凸となる湾曲形状に形成された前側覆い部１
１と、前側覆い部１１の下部に繋がって水平方向に延びる下側覆い部１２と、前側覆い部
１１の上部に繋がって後方に延びる上側覆い部１３とを備えて構成される。
【００２１】
　前側覆い部１１は、前方に向けて凸となる湾曲形状の本体部１４と、この本体部１４の
前面に取り付けられた補強部材１５とから構成される。本体部１４は、例えば、樹脂材料
、皮革等を用いて形成される。補強部材１５は、金属板材から左右に延びて形成され、ボ
ルト１６およびナット１７を用いて本体部１４の前面に沿うように取り付けられている（
図４も参照）。なお、補強部材１５は、金属材料以外の材料、例えば強化プラスチック、
ＦＲＰ等の耐摩耗性が高い材料を用いても良い。本体部１４への補強部材１５の取付方法
は、ボルト１６およびナット１７を用いて締結する方法に限定されず、接着等、他の取付
方法であっても良い。
【００２２】
　下側覆い部１２は、樹脂材料、皮革等を用いて形成されており、爪先保護部材１がシュ
ーズ本体２に取り付けられた状態において、ソール２１の前部を下側から覆う部分である
。上側覆い部１３は、樹脂、皮革、布等から形成されており、爪先保護部材１がシューズ
本体２に取り付けられた状態において、爪先部分２７を上方から覆う部分である。このこ
とから分かるように、爪先保護部材１は、シューズ本体２の爪先部分２７に密着してこれ
を覆うような形状の内面空間を有している。
【００２３】
　この爪先保護部材１は、所望の接着強度を有する上に剥離可能な接着剤Ｓを用いて、シ
ューズ本体２の爪先部分２７に接着して取り付けられる。接着剤Ｓは、スパイクシューズ
３の使用中に爪先保護部材１に作用する剪断方向の力に対してこれが剥がれることがない
接着強度を有する。すなわち、このスパイクシューズ３の通常の使用により生じる剪断方
向の力に耐え得る十分な接着強度を有する。一方、剪断方向と直角な方向、すなわち、爪
先保護部材１がシューズ本体２の爪先部分２７から離れる方向の引き剥がし力に対する接
着力はそれほど大きくない。具体的には、爪先保護部材１にシューズ本体２の爪先部分２
７から離す方向の力を加えると、シューズ本体２を傷めることなく爪先保護部材１を外す
ことができる程度の接着強度である。このような接着剤Ｓは、すでに２０年以上前から知
られて実用に供されており、例えば日本シーカ株式会社製の製品名「シーカグラウトパッ
ク１」がある。この接着剤Ｓの成分および含有量は、変成シリコーンポリマーが４０～５
０％、着色剤（酸化チタン等）が１～２％、無機充填材が５５～６０％、有機金属化合物
が０.５～０.９％である。
【００２４】
　この接着剤Ｓを爪先保護部材１の内面に塗布し、これをシューズ本体２の爪先部分２７
を覆うように接着すれば、爪先保護部材１の内面が爪先部分２７の外面に密着するように
して接着接合され、スパイクシューズ３が完成する。図４に、接着剤Ｓを用いて爪先部分
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２７に爪先保護部材１を取り付けた状態の断面図を示している。なお、図４では接着剤Ｓ
の厚さを誇張して厚く示しているが、実際には薄い層である。
【００２５】
　本実施形態に係るスパイクシューズ３は、例えば、ソフトボールのピッチャーが使うの
に適している。前述したように、ソフトボールでは、投球動作を行う毎に爪先部分が地面
に擦り付けられるため、この部分が局所的に摩耗しやすいが、この爪先部分の摩耗を爪先
保護部材１が防止する。ソフトボールにおいては、ウインドミル投法等で、利き足を地面
に付けたまま大きく引き摺るため、特に爪先部分が摩耗しやすいが、これを爪先保護部材
１が効果的に防止する。このとき前側覆い部１１の前面に取り付けられた補強部材１５に
より摩耗防止効果を高めている。
【００２６】
　上述のように、爪先保護部材１は接着剤Ｓで接着して取り付けられているため、その接
着強度について説明する。スパイクシューズ３を履いて上述のような投球動作を行うと、
爪先保護部材１が地面に擦り付けられ、爪先保護部材１からシューズ本体２に、接着剤Ｓ
の接着層に沿った方向の力が作用する。すなわち、接着層には剪断方向の力が主に作用す
る。上述のように、接着剤Ｓは、スパイクシューズ３を履いて行うスポーツでの通常の使
用中に爪先保護部材１に作用する剪断方向の力に対してこれが剥がれることがない接着強
度を有するため、使用中に爪先保護部材１が剥がれるおそれがない。
【００２７】
　但し、使用を繰り返すと爪先保護部材１は徐々に摩耗するのは避けられず、これをシュ
ーズ本体２から取り外して、新しい爪先保護部材１に交換する必要が出てくる。このとき
には、爪先保護部材１をシューズ本体２から離す方向の力、すなわち、引き剥がす力を加
える。前述のように接着剤Ｓは、剪断方向と直角な方向、すなわち、爪先保護部材１がシ
ューズ本体２の爪先部分２７から離れる方向の引き剥がし力に対する接着力はそれほど大
きくなく、シューズ本体２を傷めることなく爪先保護部材１を外すことができる。このよ
うに爪先保護部材１を剥がしたときに、シューズ本体２の爪先部分に接着剤層が残ること
があるが、接着剤Ｓの層の場合には簡単に引き剥がすことかできる。
【００２８】
　このようにして摩耗した爪先保護部材１をシューズ本体２から引き剥がして取り外した
後、新しい爪先保護部材１を、再度接着剤Ｓを用いてスパイクシューズ２の爪先部分に取
り付ければ、その交換が完了する。このため、必要に応じて摩耗した爪先保護部材１を簡
単に着脱交換でき、シューズ本体２に局所的な摩耗を生じさせることなく、シューズ本体
２を継続して使用することができる。
【００２９】
　なお、以上説明した爪先保護部材１（図１、図３に示す爪先保護部材１）に代えて、図
５および図６に示す爪先保護部材１’を用いても良い。この爪先保護部材１’は、図１、
図３に示す爪先保護部材１とは、上側覆い部１３’の後部が後方に伸びて保持部１３ａが
設けられ、この保持部１３ａに靴紐２４を挿通可能な保持部紐穴１３ｂが形成されている
点が相違する。この爪先保護部材１’も図１、図３に示す爪先保護部材１と同様に、爪先
保護部材１の内面に接着剤Ｓを塗布し、これをシューズ本体２の爪先部分２７に接着接合
される。但し、このとき、保持部１３ａの内面領域（図３における点線のハッチングで示
す領域であり、これを非接着領域Ｈと称する）を除いて、爪先保護部材１’の内面に接着
剤Ｓを塗布する。すなわち、紐穴１３ｂが形成される保持部１３ａは接着しない。
【００３０】
　このようにして爪先部分２７に爪先保護部材１’を接着すると、保持部紐穴１３ｂはシ
ューズ本体２の左側の最も前に位置する紐穴２６と整合するようになっている。そこで、
紐穴２６および保持紐穴１３ｂに靴紐２４を通して取り付ける（図５参照）。この状態で
靴紐２４を結べば、図５に示すように、爪先保護部材１’を接着接合に加えて、靴紐２４
によってもシューズ本体２に保持する。この結果、接着されていない保持部１３ａに、爪
先保護部材１’をシューズ本体２から引き剥がす方向の力が作用するのを防止することが
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できる。
【００３１】
　一方、爪先保護部材１’が摩耗、損傷して新しいものと交換するときには、靴紐２４を
外せば、接着されていない保持部１３ａが解放される。そこで、この保持部１３ａを掴む
などして爪先保護部材１’にシューズ本体２から引き剥がす方向の力を簡単に加えること
ができ、爪先保護部材１’をシューズ本体２から容易に引き剥がすことができる。
【００３２】
　上述の実施形態においては、爪先部分が局所的に摩耗しやすいスポーツシューズとして
、野球やソフトボールに用いられるスパイクシューズを例示して説明した。本発明に係る
爪先保護部材１を、野球やソフトボール以外の爪先部分が局所的に摩耗しやすいスポーツ
で使用されるスポーツシューズに取り付けても良く、この場合にも、必要に応じて爪先保
護部材１を着脱交換すれば、スポーツシューズに局所的な摩耗を生じさせることなく、ス
ポーツシューズを継続して使用することができる。
【００３３】
　上述の実施形態においては、靴紐２４によって締め付けるタイプのスポーツシューズ（
シューズ本体２）に、爪先保護部材１を取り付ける構成を例示して説明したが、例えば面
ファスナーによって締め付けるタイプのスポーツシューズに、爪先保護部材１を取り付け
ることも可能である。
【符号の説明】
【００３４】
　１，１’　爪先保護部材
　３　　　　スパイクシューズ（スポーツシューズ）
　１３ｂ　　紐穴
　２４　　　靴紐
　２７　　　爪先部分
　Ｈ　　　　非接着領域（紐穴が設けられた部分）
　Ｓ　　　　接着剤
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